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書　評

返 し長期 に わ た り訪問 し ， 言葉 も含め て

現地 に精通 した研究者の 多 い 著者た ち で

あれ ば ， もっ と違 っ た 論述 もで きた の で

はない か 。 そ う して こ そ初 め て ， 日本 と

欧米 の 歴史研究 や計量研究 や エ ス ノ グラ

フ ィ に よ っ て埋 め尽 くされ た 「教育社会

学」の 世界 に ， 真の 衝撃 を与 え る こ とが

で きた の で はな い だ ろ うか 。
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■　書　評　圏

小林順子 ・関 口礼 子 ・波 田克之 介 ・ 小川洋子 ・溝上 智恵子 ［編 著］

「21世紀 に は ば た くカ ナ ダの 教育」

神奈 川大 学　河上 　婦志子

　 カ ナ ダは モ ザ イ ク社会で あ る とい わ れ

る。多種 多様 な人 種 ・民族集 団が ， そ れ

ぞれ の文化の 固有性 を保持 しなが ら全体

として調和 を生 み 出 して い る こ とを指す

の だ と い う。 多種多才な研究者が ， 大 き

さ ， 形 ， 色合 い の 異 な るさ まざまの 破片

を焼 き上 げて造 っ た モ ザ イ ク の ような本

書 は まさ に ， カ ナ ダの教育 を紹介す るの

に 格好 の著作だ とい え る。

　 教育行政 を州の 管轄事項 としてい るカ

ナ ダの 教育 の 全 体像 を描 くこ と は容易で

な い
。 なぜ な ら州 の教育制度成立の 歴 史

的背景が 多様で あ る 。 政権政 党 に よ っ て

政策が異 なる うえ， 政権が交代す る た び

に 教育政策 も変 わ る 。 先 住民 や 民 族 集

団・言語集団の 構成が 州 に よ っ て 異な り，

財界 や組合か らの 教育 に対 する 要求 も ，

産業構造の 違い を反映 して
一

様で な い
。

　本書は ，
こ の よ うに多様性 に 満ち た カ

ナ ダの 教育の 最前線 を可能 な 限 り幅広 く

紹介す る こ とを目的 に ， 若手 か らベ テ ラ

ン に い た る総勢20名にお よぶ研究者が ，

研 究業績 と知識の 蓄積 を結集 し新 た な情

報収集活動 を行 っ て 編 んだ力作で あ り，

2003年度カ ナ ダ首相 出版賞 の受 賞 も肯え

る好著 で あ る。

　第 1部で は ， カ ナ ダを構成す る 10州 と

3準州か らブ リテ ィ ッ シ ュ
・コ ロ ン ビ ア ，

ア ル バ ータ ， オ ン タ リオ ， ケベ ッ クの 4

州 を選 び ， それ ぞれ 1章ず つ を立て て 初

等 ・中等教育制 度や カ リキ ュ ラ ム の 改革

動 向を紹介 して い る 。

　カ ナ ダ全体 の 人 口 の 85％が 居 住 し ，

OECD の 国際学 力評価 に お い て も高 い

得点 を挙 げて い る これ ら 4 州の 教育政策

の 現状を ， さ まざ まの 新 しい 資料 を駆使

して 描 き 出す こ と に よ っ て
， 経済の グ ロ

ー バ ル 化や 国際競争の 激化 を理 由に ， 学

業成績重 視 ・
職業教 育志 向 ・ア カ ウ ン タ

ビ リテ ィ の 確保 を柱 に した 改革が カ ナ ダ

で も また推進 され て い る こ とを明 らか に

して い る 。 カ ナ ダで すで に 実行 に移 され

た標準テ ス トの 導入 とその 公表 ， 中等教

育 にお ける職業準備教育の 重視 ，
ス クー

ル カ ウ ン シ ル 制度の 実施 ， 生徒の 地域参

加活動の 義務化 ， 教員養成制度の 改革 な

どの 成果 と問題点 は ， 日本 にお け る教育

改革 を考 え る際 に 大 い に 参考 に な るに違
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い ない 。

　カ ナ ダ の公式の 教育政策は政権 交代 に

よ っ て変化す るが
，

そ れ まで 主流で あ っ

た 教育 方針や課題 は ， その 政権 を支持 し

な い 人 々 の 手 に よ っ て ， また政権 とは相

対 的に 独立 した NPO な ど に よ っ て 担 わ

れ維持 され続 けて い く面 もある 。 政策 が

現場 の 実践者 の思 い や評価 と異 なる場合

も多 い
。 「現場 の 声」の 紹介や ケ ー ス ・

ス タデ ィ 的な コ ラ ム を採用 して い る章 も

あっ た が ， 政府が発行 した公式文書の 紹

介 だ け に終始 して い る箇所が見受 け られ

た の は残念で あ る 。 また 州 ご と に項 目構

成が 異 な っ て い て ， た とえば成人 教育や

教員養成 に触 れ て い る章 と い ない 章が あ

っ た が
， 検討項目が 統

一 され て い た方が

読 み や す く全体 と して の 理解 も深 ま っ た

よ うに思 わ れ る。

　 第 2 部 で は カ ナダの 特色 あ る教育 とそ

の 動向が テー
マ ご とに 紹介 さ れて い る。

各テー マ を専門 とす る著者に よ っ て 書か

れ て い て ， 鮮明な問題意識 に支 え られ た

読み応 えの ある論文が多い
。

　 第 1章で はす べ て の 州 ・準州の ス ク
ー

ル カ ウ ン シ ル の 状況が説明 され て い る 。

「そ の 多 くは助言機関で はあ る もの の ，

学校 の 意思決定の 公的な プ ロ セ ス の 中に

位置付 け られ て お り， 校長の 選任過程 へ

の 参与や校長 あるい は教育委員会が ス ク

ール カ ウ ン シル か らの提言 に対 し，
ど の

よ うな対 応 を と っ た か を報告す る こ とを

義務づ ける 1な ど， 日本の 学校評議員制

度 とは 「似て 非な る も の 」で あ る とい う

指摘や ， 中等学校段階で は構成メ ン バ ー

に生 徒代表が含 まれ る こ とな ど ， 興味深

い 記述 に 満 ちて い る 。
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　第 2章で は ， 社会人 に対す る学習機会

の 展開が述 べ られ て い る 。 政府が人 材資

源開発 の視点か ら職業技術の 訓練や 教育

に 力 を注 い で い る
一

方 ， NPO や 市民 グ

ル ープが地域社会づ くりや 自己開発 を目

的 とす る独 自の活動 を行 っ て い る とい う。

労 働者 の 中 に入 り込 んで 識字教育 ・基礎

教育 を行 う 「フ ロ ン テ ィ ア ・カ レ ッ ジ」，

1980年代後半 に生 まれ た 「レ イ ジ ン グ ・

グ ラー ニ ーズ （怒れ る お ば あち ゃ ん）」

た ち の ユ ニ ーク な運 動 な ど， カ ナ ダ教育

の大切 な部分が市民 に よ っ て支 え られ て

い る こ とが わ か る 。

　第 3章で は二 言語教育の 実際 に つ い て

紹介 され てい る 。 と りわ け小学校段階か

らの 第二 言語教育 は， 教育特区で 小学校

に英語教育を導入 し よ うと して い る 日本

に も参考 に な る 。
フ レ ン チ ・イ マ

ー ジ ョ

ン （フ ラ ン ス 語漬け ： ほ とん どす べ て の

授業 をフ ラ ンス 語で 行 う）教育に 関す る

調査が 見出 した ， 母国語以 外の 言語で 基

礎的 な認知能力の 訓練 を行 う こ とが脱 落

者 を生 み 出 して い る とい う事実は ， 母 国

語 の能 力を 1’分 に習得 し認知能力 を身に

つ けた うえで の第二 言語教 育が 必要 で あ

る こ とを示 唆 して い る 。

　 第 4 章で は IT 教 育 に つ い て ， メ デ ィ

ア ・ リテ ラ シ ーや 図書館利用教育 に お よ

ぶ 広 い 射程か ら論じ られ て い る。
と りわ

け コ ン ピ ュ
ータ利用上 の 倫理教育や ， 生

徒の 人権 ・人格権の 保護 に関す る記述 は ，

私た ち に と っ て も重要な課題 を示 して い

る 。

　 第 5 章 ・第 6章で は ，
カ ナ ダの 特色で

あ る 多文化問題や 先住民教育が取 り上げ

られ ，
こ れ らの 教育政策の 変遷 と ， 社会
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の平等 を実現す るた め に 多 くの 資源 が投

入 され 配慮が払 われ て い る こ とが ， 豊富

な 資料 に よ っ て 紹介 され て い る。

　ア メ リカ合州国 と長 い 国境 を接 し
， 北

米 白由貿易協定以降 ます ます 合州 国の 経

済的影 響を受 けやす くな っ て い る カ ナ ダ

だが ， それ ゆ え に こ そ合州国 とは異 な る

独 自の 教育政策 を追及 しよ うと して きた
。

そ の 意味で
， 過去の もの に な っ た と は い

え ， 生 徒
一

教師
一

学校　成人 教育セ ン タ

■　書　評 　■

竹内　洋 ［著］

「教養 主 義の 没落

一一
教育委員会

一
教育省 の 順で 構成 さ れ

た ケベ ッ クの 「新公 教育法 」や ， 多文化

主 義 に立 っ た オ ン タ リオ の 公正 教育 に つ

い て ，
い ま少 し紙幅が割かれ て い れ ば と

思 う 。 と は い え本書が ， カ ナ ダの 教育 を

理 解す るた めの 最適の 入 門書で あ る こ と

は疑 い な い 。

　　　　◆A5 判　320頁　本体2
，
800円

　　　　　　　　東信 堂　2003年 9 月刊

変 わ りゆ くエ リー ト学生 文化 」

東京大学 佐藤　香

　著者の 言葉 を借 りれ ば， 本書 は教養主

義へ の 鎮魂 曲 （レ ク イエ ム ） と し て位置

づ け られ る 。 教養主義 とは旧制高校 を典

型 とす る学生 文化 で ある と と もに ， エ リ

ー ト層文化で もあ っ た 。 現在で は失われ

て しま っ た こ の教養主義 の 軌跡 を ， 近代

日本の 歴史 的文脈 の なか で描 くこ とが 本

書の 主 題 で あ る 。

　本書の 構成に ふ れて お こ う。 まず序章

で ， 自らの 個人 的体験 と重 ね つ つ
， うえ

の 主題 に つ い て 述 べ る 。 続 く第 1章で は ，

旧制 高校文化 と し て 高踏的 ・閉鎖的で あ

る と考 え られが ちな教養主義 が ， 実は ，

社会 の 変化 と深 く関連 して い た こ と を明

らか に す る。教 養主義は ， 時代 と と もに
，

大正 教養主 義→ マ ル ク ス 主義
一

・ 昭和教養

主義 とダイ ナ ミ ッ ク に変化 して きた 。 そ

の 軌跡が
， 教養主義 と不 可分 で あ っ た読

書の データや ， さ まざ ま な エ ピ ソ ー ドを

ま じえ て語 られ る 。

　第 2章で は ， 最後の 輝 き とで も い うべ

き1950年代 の 教養主義が 描か れ る 。 こ の

時期 の 教養主義の 特徴 を明 らか に す るた

め に ， 著者 は 石原慎太郎 に着 目す る。 そ

れ は ， 「石 原 慎太 郎 の
「知 的 な もの に 対

す る 」 ，

「
胸 の す くよ うな徹底 した侮蔑」

「生理 的嫌悪」 に こ そ ， 近 代 日本 の 教 養

主義 と はな んで あ っ た か を考 えるた めの

大 い な る 手 が か り が ある 」 （p．82） と考

え るか らで ある 。 こ こ で い う石 原慎太郎

の侮蔑 の対象 に な っ た の は ， 読書が 示す

よ うな教養主義 の 表層 とい う よ りも ， 教

養主 義の 基 層で あ り， 深層で もある教養

主義者の ハ ビ トゥ ス で あ っ た とい うの が

著者の 仮説で あ る 。

　 この ハ ビ トゥ ス とは， どの ような もの

で あ っ た の だ ろ うか 。 第 3章で は ， 日本

の 教養主 義の 奥 の 院 とで もい うべ き帝大
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